
	【修学支援事業基金】
申請日　　令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　大阪教育大学長　殿

	本 人 氏 名
	

	（自署）
	（学籍番号：　　　　　　　　　　　　　　）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和７年度　後期授業料免除願

私は下記理由により，上記にかかる免除の申請をいたします。
なお，選考資料として必要な本学の学業成績を使用されることに同意します。

　　
理　　　  　由

　　　（内容を確認し，□にチェックを入れてください。）
□　　　高等学校等を初めて卒業した日の属する年度の翌年度の末日から本学に入学した日までの期間が２年を経過した，申請年度の３月３１日の時点で満４５歳未満の者
　　※ただし，高等学校卒業後，本学に入学するまでの間において，本学以外の大学又は短期大学に在学していた場合は対象外
　　　　
【添付書類】 □ 課税証明書又は非課税証明書（申請者・学資負担者）
　
＜学歴・職歴記載欄＞
	年
	月
	学　歴　・　職　歴

	
	
	（高校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　卒　業

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	大阪教育大学教育学部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入　学


　　　　　　　　　□　上記記載内容に相違ありません。
　　　　　　　　　　　　なお，高等学校卒業後，本学に入学するまでの間，大学・短期大学に在籍した実績はありません。
　　　　　　　　　　　　虚偽の記載が判明した場合は授業料免除が取り消されることがあることを了承します。

□　　　授業料徴収猶予について　※　（　徴収猶予を希望します。　　　　　・　　　　　徴収猶予を希望しません。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれか該当する方を○で囲んでください。
○がない場合は，徴収猶予の申請はしないものとして取扱います。



裏面の家族構成表も記入してください。
【家族構成表】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和７年１０月現在）
	



家族
	学資
負担者
	続柄
	氏名
	年令
	現在の職業
	勤務先
	被扶養者

	
	
	父
	
	
	
	
	

	
	
	
	※死亡・生別・退職等の場合（　　　　年　　　月　　死亡 ・ 生別）

	
	
	母
	
	
	
	
	

	
	
	
	※死亡・生別・退職等の場合（　　　　年　　　月　　死亡 ・ 生別）

	
	〇
	本人
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	家族総数

	
	
	
	
	
	
	
	
	（　　　）人


＜記載について＞
❖令和７年１０月の状況について記載してください
❖上記の家族構成表に記載する対象者について
以下の表で〇がついている者について記載すること（△は本人が結婚しており，配偶者を扶養している場合に記載）
	本人
	父母
※死別・生別・離婚調停中問わず記載すること
	義父母
※父母と死別・生別後，再婚の場合
	配偶者
	子
	兄弟姉妹
※別居・同居によらず記載すること
	祖父母
	叔父叔母
	その他親族

	〇
	〇
	〇
	△
	△
	〇
	×
	×
	×


❖「学資負担者欄」に記載について
　　原則父母に「〇」を（父又は母がいない場合は代わりに家計を支えている人（※詳細は免除案内参照））記載し，該当の学資負担者の「課税証明書（令和７年度分）」を添付すること。

❖被扶養者欄に記載について
被保険者に扶養されている場合は，被扶養者欄に被保険者欄の続柄を記載してください。
扶養されていない場合は，「×」を記載してください。
例）父に申請者本人が記載されている場合は，本人欄の被扶養者欄に「父」と記載する
	



家族
	学資
負担者
	続柄
	氏名
	年令
	現在の職業
	勤務先
	被扶養者

	
	
	父
	教育　　太郎
	
	
	
	×

	
	
	
	※死亡・生別場合（××年×月　　死亡 ・ 生別）

	
	〇
	母
	大教　　花子
	55
	パート
	□□□スーパー
	×

	
	
	
	※死亡・生別場合（　　　　年　　　月　　死亡 ・ 生別）

	
	〇
	本人
	大教　　学
	18
	大学生
	なし
	義父

	
	
	義父
	大教　　大輔
	60
	会社員
	××××商事
	×

	
	
	兄
	大教　　次郎
	25
	大学院生
	〇〇塾
	母

	
	
	姉
	大教　　育子
	24
	教員
	△△中学校
	×
	家族総数

	
	
	妹
	大教　　望
	14
	中学生
	なし
	義父
	（６）人


 ❖上記を踏まえた記載例
